
          

はいからモダン袴スタイル ―「女袴」の近現代― 

2026 年 1 月 3 日(土) ～ 3 月 29 日(日) 

【弥生美術館  2026 年 1 月～3 月 企画展 プレスリリース】 
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今では大学の卒業式のスタイルとして定着している女性の 袴
はかま

姿。近年は小学校の卒業式でも袴を

着用することが増え、注目を集めています。それではなぜ卒業式に袴を穿くのだろう、と思ったこ

とはありませんか。 

袴は明治・大正の女学生や小学生の通学服でした。女学生の袴姿はこの時代を象徴する装いとして、

現代でも魅力を放ち続けています。しかし、近代教育の幕開けとともに登場した当初は、男装的な

姿が「醜い」「国辱」とまでの非難を浴び着用が禁止され、その後襠
まち

の無いスカート状の「 女
おんな

袴
ばかま

」

が考案されたことで広まっていった、という紆余曲折がありました。また、今では女学生のイメー

ジが強い袴ですが、かつての宮中の女官の装束に由来し、教師、工女、医者、事務員、電話交換手

など、むしろ女学生が着用していた期間よりも長く「働く女性」の装いでもありました。袴にはジ

ェンダーレスで活動的な衣服としての側面もうかがえるのです。 

女学生の袴が通学服として一般的だったのは、明治三〇年代から昭和初期のわずかな期間でした。

和装から洋装へ移り行くはざまに花開いた袴姿の歴史を辿り、明治から現代までの絵、写真や袴実

物等の資料を展示、その魅力や意義を紐解きます。 

明 治 初 期 、 女 学 生 は 男 性 と ほ ぼ 同 じ 袴 を 穿 い て い ま し た が 、 非 難 を 浴 び 着 用 禁 止 に 。  

そ の 後 、 ス カ ー ト 状 の 「 女 袴 」 が 考 案 さ れ る と 広 ま っ て い き 、  

明 治 30 年 代 に は 袴 姿 の 女 学 生 は 新 時 代 の ア イ コ ン と な り 注 目 を 集 め ま し た 。  

 

         

③坂内青嵐 「東京女子高等師範学校附属高等女学校生徒服装の変遷」
八幅のうち四幅 昭和 9 年(1934)頃 お茶の水女子大学蔵 

（右から）明治 35 年頃、大正元年頃、大正 10 年頃、昭和 7 年以降の通学服 

 

④梶田半古『魔風恋風 前編』口絵 
明治 36 年 (1903) 

②男袴をはいた東京女子師範学校
の生徒 
明治 10 年(1877) お茶の水女子大学蔵 

み どこ ろ１  知ら れざ る「女 袴」 の歴 史  

⑤ 榊原焦園「やへかすみ かえりみち」 
明治 39 年 (1906) （小池光雄氏蔵） 

２ 

⑥女学生に扮した芸者の絵葉書 
明治末～大正初期 



 

◀ 袴 姿 で ス ポ ー ツ ！ 登 山 、 サ ッ カ ー 、 バ ス ケ ま で 、  

袴 は 従 来 の 和 服 に 比 べ 動 き や す く 、 女 性 の 活 動 性 を 高 め ま し た 。 

▶ 高 畠 華 宵 が 描 い た モ ダ ン

な 袴 姿 。 バ ッ グ や 日 傘 な ど  

お 洒 落 な 小 物 に も 注 目 ！  

▼ 短 い 袴 に ハ イ ヒ ー ル 、 透 け

る 素 材 の 着 物 に ネ ッ ク レ ス を

あ わ せ た 斬 新 な 装 い  

袴 は 女 学 生 だ け で な く 、 小 学 生 の 通 学 服 で も あ り ま し た 。  

ま た 、 職 業 を 持 ち 働 く 女 性 の 装 い で も あ り ま し た 。  

 

 

 

 

  

⑦竹久夢二「テニス」 大正 4 年(1915) 
 

⑧高畠華宵「まがきの薔薇」 
昭和２年(1927) 

⑩鈴木武「おぐわんじつ」 
大正 11 年(1922) 

 

袴姿で働く電話交換手たち 大正 14 年(1925) 

⑨高畠華宵「快歩」 
大正 15 年(1926) 
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◆ お 茶 の 水 女 子 大 学 、 跡 見 学 園 女 子 大 学 、 学 習 院 大 学 、 実 践 女 子 大 学 、 大 阪 樟 蔭 女 子

大 学 、 東 京 家 政 大 学 、 女 子 美 術 大 学 等 、 多 数 の 学 校 に ご 協 力 い た だ き 、 前 身 と な っ た

女 学 校 で 用 い ら れ て い た 袴 に ま つ わ る 貴 重 な 資 料 を 展 示 し ま す 。  

◆ 元 宝 塚 歌 劇 団 花 組 の 天 真 み ち る 氏 よ り お 借 り し た 宝 塚 の 「 緑 の 袴 」 も 展 示 し ま す 。  

 

  
み どこ ろ２  貴重 な実 物資料 も展 示  

４ 

⑪大正末～昭和初期頃の女学生の装い 
 袴、着物、小物等：古田和豊氏蔵 靴（左）：大塚製靴蔵 

撮影：大橋愛 

女学生の袴の色に最も多かった 
「海老茶色」（えびちゃいろ） 
袴の色から「海老茶式部」という 
女学生をさす言葉も生まれた。 

袴に靴というと現代ではブーツの 
イメージが強いが、 
戦前の女学生は革の短靴や 
ストラップシューズを履いている 
ことの方が多かったよう。 

通学には風呂敷や肩掛け鞄など 
を使用した。 
日傘も女学生のマストアイテム。 

女学生は着物の肩に肩揚げを 
していたように、袴の裾にも 
揚げを施すことも。 
低学年を中心に、膝下丈の短 
い丈の袴も着用された。 

東京女子高等師範学校附属高女の徽章 古田和豊氏蔵 

③の絵にも描かれており、現在もお茶の水女子大学
附属中学校の制服に受け継がれている。 

各学校のしるし・「徽章」  ベルト式、バッジ式など様々 
な形があった。袴に着用した
徽章を多数展示。 

 
 

洋服と並んでも違和感の無い、一見スカートのような短い丈の袴。 
袴は和装と洋装の橋渡しをした装いでもありました。 

⑫高畠華宵「落葉の帰り路」 
大正 13 年 (1924) 



 

袴 姿 が 一 般 的 だ っ た 明 治 、 大 正 の 作 品 だ け で は な く 、 現 代 の 作 品 の 原 画 ・ 複 製 原 画 も

展 示 。 袴 姿 の 女 学 生 像 を 決 定 づ け た と い え る 、 大 和 和 紀 に よ る 少 女 漫 画 史 に 残 る 名 作

「 は い か ら さ ん が 通 る 」 は 、 現 代 の 女 子 大 学 生 が 卒 業 式 で 袴 を 着 用 す る よ う に な っ た

き か っ け の 一 つ と も 言 わ れ て い ま す 。  

   み どこ ろ３  今も 色褪 せぬ魅 力  袴姿 が登場 する 現代 の作品  

⑯末次由紀「ちはやふる」 
平成 27 年(2015) ©末次由紀／講談社 

⑰マツオヒロミ「S 女学院の優等生」 
平成 24 年(2012) 

⑱花月「和風制服乙女 袴セーラー」 
『現代創作和服 花月作品集』（KADOKAWA）掲載 

令和 3 年(2021) 

５ 

⑬大和和紀「はいからさんが通る」 
昭和 51 年(1976) ©大和和紀／講談社 

 

⑭高野文子「春ノ波止場デウマレタ鳥ハ」 
昭和 58 年(1983) 

⑮松原秀典「桜舞」『サクラ大戦』 
平成 8 年(1996) 🄫SEGA 



 

関 連 書 籍  
 
展示にあわせ、図録相当

の書籍『はいからモダン

袴スタイル ―「女袴」

の近現代―』が刊行され

ます。河出書房新社より、

1 月発売予定。 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

展覧会名称  はいからモダン袴スタイル  ―「女袴」の近現代―  
 

主催・会場  弥生美術館  

 

住 所  〒113-0032 東京都文京区弥生２ -４ -3 
 

電 話  03-3812-0012 
 

会 期  2026 年 1 月 3 日(土)～2026 年 3 月 29 日(日) 
 

休 館 日  月曜日 
＊ただし 1 月 12 日、2 月 23 日（月祝）開館、 

1 月 13 日、2 月 24 日（火）休館 
 

開 館 時 間  10:00～17:00（最終入館 16:30） 
 

入 館 料   一 般 1200 円／大・高生 1000 円／中・小生 500 円 
＊竹久夢二美術館と 2 館併せてご覧いただけます 

 

ホームページ  https://www.yayoi-yumeji-museum.jp 
                   ＊X、Instagram、Facebook、Bluesky でも情報発信中 

 

出 展 作 品   明治～現代の絵画・イラスト、服飾資料など 約 200 点 
 

交 通  東京メトロ千代田線〈根津駅〉及び 
南北線〈東大前駅〉よりいずれも徒歩７分 
ＪＲ上野駅 公園口より徒歩２0 分 

 

 

開 催概 要  

 

☎ 展覧会についてのお問い合わせは 弥生美術館 中 川 までお願いいたします。 

Tel：03-3812-0012  Fax：03-3812-0699   

会 期中 のイベ ント  
 

 

 

 

 

■１月 31 日（土） 天真みちる×飛龍つかさトークイベント 

宝塚歌劇団花組男役出身の天真みちる氏、飛龍つかさ氏をお招きしてトークイベントを開催します。 

宝塚の袴について、在団中に出演された「はいからさんが通る」についてなどお話をうかがいます。 

 

■2 月 28 日（土） サイレント映画上映会 

活動写真弁士・山内菜々子氏による語りとともに、袴姿の少女が登場する昭和 5 年(1930) の無声映画

（サイレント映画）「鞠の行方」などをお楽しみいただきます。      協力:株式会社マツダ映画社   

 

※イベントの詳細、申込方法等については、後日美術館ウェブサイトでお知らせします。 

 

■展覧会限定メニュー 

美術館併設のカフェでは、展覧会期間限定のコラボメニューをご提供いたします。 

 

６ 

会 期中 のイベ ント  



FAX 03-3812-0699                                弥生美術館  中川 行 

 
はいからモダン袴スタイル   画 像 使 用 申 込 書  

 

 

画像データのご提供ついて 

・同封のプレスリリースに掲載の図版について、本展の広報用に限り画像データをお貸出しいたします。 

ご希望の場合は、この申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX 03-3812-0699 でお送りください。図版提供につい

てメールでご連絡させていただきます。 

・画像データの二次利用は厳禁です。ご利用後はデータの破棄をお願いいたします。 

・掲載時にはプレスリリースに記載のクレジットを必ず入れてください。 

・弥生美術館写真（外観／展示室）等、他に必要とする資料がございましたらご連絡ください。 

 

画像送付日            月    日 必着  

貴社名／貴媒体名 

発売／放送予定日 

ご所属・ご担当者名  

ご住所  〒 

TEL FAX 

メールアドレス 

通信欄 

 

 

 

 

 

■図版番号 ご希望の図版を○印で囲んでください。（図版番号はプレスリリースをご参照ください） 

 1  2  3  4  5 6  7  8 9 10  11  12  13  14  15  16  17  18  

 

■読者プレゼント用招待券 （5 組 10 名）     希望する   希望しない 

 

 

■掲載・放映後は、掲載紙（誌）・DVD 等を下記住所までお送りいただきますようお願い申し上げます。 

 

【お問合せ・掲載物送付先】〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-3 弥生美術館  担当：中川 

                                                 Tel：03-3812-0012  Fax：03-3812-0699   


